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1. 印刷業界におけるサイバーセキュリティの現状 

インターネットを通じて開けるデジタル鍵を守らなければ、 

泥棒に入られるようなものです。鍵をしっかり守らなければ、何もかも奪われてしまいます。 

デジタル化とともに増加するリスク  

印刷業界はデジタル技術の進化と共に業務の効率化を進めていますが、 

その一方でサイバーセキュリティのリスクも高まっています。 

業務のデジタル化が進む中で、 

サイバー攻撃のターゲットになりやすくなっています。 

 

2.ランサムウェア攻撃のリスク  

データ暗号化と身代金要求  

ランサムウェアは、企業のデータを暗号化し、復号化のために身代金を要求する

悪質なサイバー攻撃です。 

印刷業界でもランサムウェア攻撃が増加しており、業務の停止や信頼の喪失を

引き起こす可能性があります。 

これにより、企業の経営に深刻な影響が及ぶことがあります。 

ランサムウェアは、泥棒が家に入って大事なものを奪い、取り戻すために金銭を要求するよう

なものです。お金を払おうが払わなかろうが、もう二度と元には戻らないかもしれません。 
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4. 効果的なサイバーセュリティ対策 

強固なパスワード管理は、家の扉に丈夫な鍵をつけるようなもの。 

鍵がしっかりしていれば、侵入される心配は減ります。 

強固なパスワード管理と教育の重要性 

サイバーセキュリティ対策として、複雑なパスワードの設定や二段階認証の導入

が基本的な防御策となります。 

また、定期的なソフトウェアのアップデートや従業員教育も重要です。従業員が

セキュリティ意識を高め、最新の脅威に対して迅速かつ効果的に対応できるよう

にすることが求められます。 

3. 印刷機器やネットワークの脅威 

工場の中でネットワークにつながっている機械は全てが攻撃対象になります。 

完全に停止した工場を想像できますか。 

攻撃対象となる印刷機器やネットワーク 

印刷機器（複合機含む）やネットワークに接続されたデバイスもサイバー攻撃のタ

ーゲットになります。これにより、印刷プロセスが中断され、生産性が低下した

り、納期に遅れが生じたりすることがあります。最悪の場合、工場全体が停止す

る事態も考えられます。 


